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　多重像重力レンズ系をモデリングする時、通常は等温楕円+最低次の外部摂動のモデルのような単純なモデ
ルを適用する。しかしながら、もしも仮定したモデルよりも実際の質量分布が複雑であると、間違った情報を得
て誤解を生み出すかもしれない。特に、CDMサブストラクチャの証拠とされているフラックス比異常を研究する
上では質量モデルの仮定は重大である。そこで、我々は、4重像重力レンズ系について、上記の単純なモデルだけ
でなく方位角依存性についてフーリエ展開したモデルや外部摂動の 3次の項をモデルに取り入れて、詳細にモデ
ルフィッティングを行いそれらの影響について調べた。その結果、PG 1115+080や B1422+231の系では cos 3θ
の項が significantに χ2を小さくすることが分かった。特に、B1422+231では外部摂動の 3次の項を入れること
でフラックス比を再現できる事が分かった。おそらくこれは銀河群の質量分布の非球対称性によると考えられる。
また、Keeton et al. (2003)の解析も指示するだろう。よって、しばしばレンズ銀河や外部摂動は今まで仮定して
きたモデルより複雑であるということが言えるだろう。


